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2009-2010年度 ＲＩ会長       次回例会予定 ８月１２日  振り替え休会 

ジ ョ ン ・ ケ ニ ー      ８月１９日  会員卓話 増強月間 
 
 
VOL. ４７  No.６ （通算Ｎｏ．２２０８）      

 

２００９年８月５日（水）例会プログラム 

点鐘 

君が代・ロータリーソング 

ビジター紹介 

出席報告 

ＳＡＡ報告 

諸報告 

幹事報告 

会長挨拶 

ガバナー公式訪問                      間宮林蔵銅像と記念館 

      内藤 彰ガバナー                         写真提供：秋田政夫会員 

 
 
 
 
２００９－２０１０年度      会長 田 上 秀 雄        幹事 武 藤 康 之 

創立 １９６３年９月２５日 

≪例 会 場 ・ 例 会 日≫      ≪事 務 所≫ 

〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 2790   〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 3386 

常陽銀行水海道支店内 3F            釜久ビル 3F 

毎週 水曜日 12:30～13:30  ☎ 0297-22-1251   ℡0297-30-0875    Fax0297-30-0876 

E-mail   mitsu-rc@lapis.plala.or.jp 

URL   http://www.mitukaido-rc.jp/ 
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例会報告   Vol.４７  No.５（No.2207） ７月２９日（水）晴れ  (司会 斎藤広巳委員長） 

本例会での主な事項 

☆会長挨拶    ☆公式訪問前クラブ協議会 川北ガバナー補佐 

 

ビ ジ タ ー 

第７分区ガバナー補佐  川北恵一郎様 （龍ヶ崎中央ＲＣ） 

龍ヶ崎中央ＲＣ会長  川上 勉様 

龍ヶ崎中央ＲＣ幹事  横山善英様 

 

諸 報 告 

ロータリー財団 （五木田利明委員長） 

７月２６日（日）にロータリー財団研究会が開催され出席してきました。寄付金についての例として、毎月

少しずつ、会費と一緒に等々ありました。補助金については、社会奉仕委員会と一緒に考えていこうと思

います。 

 

新世代奉仕委員会 （登坂 寛委員長） 

ライラセミナー募集の案内が届いております。締め切りが８月３１日となっていますので、参加できる方が

いらっしゃいましたら新世代奉仕委員会までお申し出下さい。 

 

幹 事 報 告  武藤康之幹事 

週報受理クラブ 竜ヶ崎ＲＣ、 

例会変更通知 竜ヶ崎ＲＣ  ８月１１日（火） 休会   ８月１８日（火）松泉閣 

      ９月１日（火） き仙 （公式訪問のため） 

会 長 挨 拶  田上秀雄会長 

皆さん、こんにちは。8 月 5 日の内藤彰ガバナー公式訪問に先立ち、本

日は第７分区のガバナー補佐川北恵一郎さん、並びに川上会長さん、

横山幹事さんにご出席頂いております。会員一同歓迎を申し上げます。 

来月はガバナー公式訪問を迎えますので、よろしくご指導下さいますよう

お願い致します。 

 さて、このところスポーツの記事をよく見かけます。世界水泳２００９で気

になったのはシンクロです。世界選手権で１９７３年の第１回大会からメダ

ルを獲得してきた日本のシンクロナイズドスイミングでは世代交代が円滑

に進まなかったため第６位に終わり、初めてメダルを逃しました。優勝はロシアでした。 

世代交代とはこのロータリークラブに於いても言えることで、新しい会員、若い世代の会員の方々に入会

いただくことで、クラブの活性化となりスムーズな活動を保つことができます。 

仲間の和を大切にする心こそクラブテーマである「増やそう新しい仲間たち！開こう未来への扉！」に繋

がるものであります。現在このテーマを遂行するため皆様方にもご尽力いただいておりますが、今後も会

員純増５名の目標達成の為、よろしくお願いいたします。 
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公式訪問前クラブ協議会  第７分区ガバナー補佐  川北恵一郎様 

来週の 8 月５日（水）が水海道ロータリークラブの公式訪問となります。

先週７月２３日に第７分区の先頭を切って、稲敷クラブの公式訪問があ

りました。内藤ガバナーにとっては、土浦クラブへの訪問は、恒例の表

敬訪問ですので、稲敷クラブが実質、初めての公式訪問で大変緊張

されている様子でした。水海道クラブさんへの訪問は、内藤ガバナー

も相当に緊張される事だと思います。 

私は６年前の島田会長の時、うちのクラブの亀尾ガバナー補佐の幹事

として、何回かクラブを訪問させて頂いておりますが・・・当然、今回は相当なプレッシャーですが・・・。 

当時と若干クラブの印象が違うような気がしております。クラブの持っている伝統や風格等は変わりません

が、少しマイルドになったというか、若さが増しているような感じがします。しかし、平均年齢を調べて見ま

したら、今年度、田上会長の年度は（６１歳）で、島田会長の年度は（５７．２９歳）と６年前の方が平均年齢

は若いのです。不思議ですね。会員構成のバランスが良いのでしょうか・・・。 

本日、武藤幹事から何か話をと、言って頂きましたが。テーブルに決議２３－３４を掲げているクラブです

ので、困ってしまいます。しかし、せっかく時間を頂きましたので、私のロータリーに感じている事を、少し

お話しさせて頂きたいと思います。   

私の短いロータリー歴の中でも、ロータリーは随分とその姿を変えてきたように思います。変えたというより

「進化」したと言った方が良いのかもしれません・・・。それは、ロータリーの純粋性を担保している職業分

類の一般規定や、例会の重要性を保証する出席率の問題、財団プログラムの手続き。効果的なクラブを

作るための、CLP またクラブ定款への４大奉仕の書き入れ等です。すべて、クラブ管理のための組織規

定です。 

２００７年版の手続要覧の改定で、職業分類の一般規定の中に、事業及び専門職務以外に地域のリーダ

ーが加えられました。これもロータリーの組織の存続という事だそうです。出席率もずいぶん緩和されてき

ましたが、これは私たち（私）にとっては大変良いことだと思っています。すべての改定は、色々考えずに

「時代に対応したロータリーの進化」と捉えた方が良いのかもしれません。 

しかし、ロータリーには変わらないものもあります。それはロータリーの「親睦と奉仕」です。私たちの目的

は、ただ一つ、綱領に掲げる「奉仕の理想」・「心」の鼓吹と育成です。そして、親睦から始まり奉仕へ至る、

心の向き方です。奉仕の実践です・・・。十歩で「奉仕の心」に到達できる人もいるでしょう。百歩、歩いて

も、千歩、歩いても尚到達できない人もおります。ロータリー理解は速さではなく、努力する姿勢と心の在

り方が大切なのだと私は思います。難しいのは、組織規定でも手続きでもありません。会員相互の「奉仕

の心」醸成です。親睦から友情へ、そして信頼へ、そして奉仕へ。ロータリーは自己向上の啓発活動であ

ると思っています。 

ロータリー理解とは、親睦から奉仕へと向かう、その間に生まれる心の向き方を理解する事です。これは、

会員個々は勿論のこと、特にクラブ指導者達の努力と寛容、そして理解なしには生まれてこないのだと思

います。ありがとうございました。 

 

出 席 報 告 （福田克比古委員長） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜暇 メーク 出 席 率 
５１名 ４５名 ６名 ０名 ６名 １００．００％ 

 

ニコニコボックス 瀬戸隆海ＳＡＡ委員長          入金計 ￥50,000   累計 ￥425,000  

一年間、お世話になります。  ガバナー補佐川北恵一郎様 

宜しくお願いします。  川上様、横山様（龍ヶ崎中央ＲＣ） 
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川北ガバナー補佐、宜しくご指導の程お願いします。川上会長、横山幹事、ようこそ。  田上会員 

川北ガバナー補佐、ようこそお越しくださいました。  武藤会員 

川北ガバナー補佐、川上会長、横山幹事、ようこそ。  松村会員 

川北ガバナー補佐、宜しくご指導お願い申し上げます。  北村（英）・五木田（裕）  各会員 

ガバナー補佐、ようこそ。  大塚会員 

川北ガバナー補佐、御一行様ご苦労様です。ご指導お願いします。  鈴木（豊）会員 

川北ガバナー補佐、ようこそ。  染谷（秀）会員 

ガバナー補佐の訪問を歓迎致します。地区クラブ奉仕研究会で勉強して来ました。  白井会員 

お祭り無事終わりました。  染谷（正）会員 

ＳＡＡだより好評につきなるべく続けてください。  熊谷会員 

その他  横山会員 

今日のお弁当は、イーグル（-2）でした。  瀬戸会員 

例会欠席しました。  石塚（利）・山野井・鈴木（勝）・染谷（昭）  各会員 

 

会報委員会   染谷正美委員長   秋田政夫副委員長   上 野  博委員 

 

 

間 宮 林 蔵 

世界的に知られる探険家・測量家 

１７８０年（安永９年）常陸国筑波郡上平柳村（現）

つくばみらい市上平柳）の農家に生まれる 

１７９５年（寛政７年）小貝川の岡堰で才能を認め

られ江戸へ出る 

１８００年（寛政１２年）函館において伊能忠敬と

師弟の約を結ぶ 

 

１８０９年（文化６年）間宮海峡の発見 

１８３２年（天保３年）シーボルト著「日本」の中で

間宮海峡を世界に紹介する 

１８４４年（天保１５年）２月２６日江戸の自宅で病

死する（６５歳） 

 

 

２００９年７月２６日 間宮林蔵「海峡発見２００年祭」に参加して 

資料・写真提供：秋田政夫会員 


